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おわりに  
 
第 4 章 加賀前田家における蒸気船運用と航海  
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第 1 節 発機丸の購入まで  
第 2 節 将軍上洛への発機丸徴発と乗組員  
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おわりに  
 
第 5 章 幕末・明治期の船舶用蒸気機関運用技術について  
はじめに  
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第 1 節 各章の総括  
第 2 節 大名家における蒸気船運用  





 第 1 章「芸州浅野家における軍備増強と蒸気船導入過程」では、浅野家を事例に、当時
の日本における軍備増強の流れと共に、蒸気船導入の過程を分析し、その導入が、浅野家
の政治動向や財政等に与えた影響を考察している。最初の導入は文久 3 年（1863）であり、
他の西南地方の有力大名家に比して遅いが、慶応 2 年（1866）には、第 2 次幕長戦争の勃
発にともない、 2 隻を、翌年さらに 2 隻を導入する。これらは、軍事面での強い危機感が
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動機となった。実際に、蒸気船による兵員輸送は、約 300 名を広島から江戸まで、 6 日間
程度（陸路の場合の 4 分の 1）で輸送するなど、大きな実用性を発揮し、浅野家が全国レ
ベルの政局動向に関与する機会を増大させた。  






























械の国産化が可能なレベルに至り、日露戦後の明治 40 年代には最終的に達成された。  











 第 1 に、芸州浅野家における蒸気船の導入について、一般的な意味での海防軍事力とし
てではなく、むしろ日本の国内的な政治情勢の推移に即して、導入が促進された経緯が明


























































 第 5 に、補足的なことだが、純粋に技術的な叙述については、図を掲示するなど、工夫
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